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ヘフナー/ザックス
Hoefner/Sachs

フランツ・ヘフナー　Franz Hoefner 
1970年ドイツ・シュタルンベルク生まれ、ベルリン在住
ハリー・ザックス　Harry Sachs
1974年ドイツ・シュトゥットガルト生まれ、ベルリン在住

ベルリンを拠点に活動するユニットで、都市環境下の建
築と居住の問題を過激なユーモアを盛り込んだ美術的
手法を使い、プロジェクト、パフォーマンスとして作品化
している。彼らの作品には、単なるシェルターとしての

「住宅」と長く生活する空間としての「住居」との建築的
境界線を問いかけるものが多い。その一例である2006年
の  《Honey Neustadt》プロジェクトでは、旧東ドイツ・ハ
レの化学プラント労働者のベッドタウン、ハレ=ノイシュタ
ットで1960年代から1980年代後半にかけて建てられた
プレハブ住宅を模し、発泡スチロール製の巣枠を積み上
げて1/20のミニ住宅を作り、当時大量発生して駆除の対
象になりかけた100万匹のミツバチのための労働者住宅
としての蜂の巣を設置した。そこで収穫された250kgの
蜂蜜は「ベルリンの花」というラベルで商品ならびに美術
作品として販売された。
PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015では、京都で
の長期滞在と都市調査に基付くプロジェクトが構想され
ている。Hoefner/Sachs, Honey Neustadt, 2006.  © Hoefner/Sachs
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参加作家

ウィリアム・ケントリッジ
William Kentridge

1955年南アフリカ共和国ヨハネスブルグ生まれ、同市在住 「動くドローイング」とも呼ばれる素描をコマ撮りした
手描きアニメーション・フィルムで世界的に知られた美
術家。人形劇やオペラの舞台監督、俳優、演出家、著述家
など多彩な分野でも活躍している。近年は複数の人々を
巻き込む大規模な構成の作品が増えたが、あくまでも彼
の作品は、スタジオ内での膨大な思索と手作業が集積
されたアニメーションと彼自身の身体的思考が基本であ
る。彼の母国である南アフリカの状況を、「自分のスタジ
オ」を起点として考察し、ヨーロッパ近代の知と技術史を
手掛かりに、身体感覚を伴う堅実な歩みで人間の普遍
的な問題を検証し、視覚的な表現へと昇華している。日
本では2009–10年に京都国立近代美術館ほか2都市で
の大規模な個展の開催、2010年には第26回京都賞（思
想・芸術部門）を受賞するなど、日本および京都との関係
も深い。
2012年ドクメンタ13に出品された壮大なビデオ・インス
タレーション《時間の抵抗》は、PARASOPHIA: 京都国際
現代芸術祭2015のプレイベントとして、2014年2月–3月
に京都の元・立誠小学校講堂で展示された。William Kentridge, NO, IT IS, 2012.  Photo by Cathy Carver, courtesy of Marian 

Goodman Gallery, New York.  © William Kentridge

広報に関するお問合せ ｜ 京都国際現代芸術祭組織委員会事務局 （PARASOPHIA事務局）
E-mail: press@parasophia.jp　 TEL: 075-257-1453　FAX: 075-257-1454　URL: www.parasophia.jp
〒604-8152 京都市中京区烏丸通蛸薬師下ル手洗水町645 flowing KARASUMA 2階

スーザン・フィリップス
Susan Philipsz

1965年イギリス・グラスゴー生まれ、ベルリン在住
www.susanphilipszyouarenotalone.com

初期の作品は彼女の歌唱を唯一の音源（楽器）として使
い、民謡やポップスを歌う彼女の声をシンプルなスピー
カー構成で作品化する。作品は美術館やギャラリーな
どの空間ではなく、バス停や高架下、スーパーマーケッ
トなどの日常的な騒音が混在する場所に置かれること
が多い。設置場所に応じて選ばれる歌は、しばしば政治
的、社会的な意味を持っているが、フィリップスの優しい
歌声は、歌詞が伝えるメッセージだけではなく、鑑賞者
自身の個人的な記憶や感情を強く喚起し、聞く者に今
いる場所の記憶を再認識させる。彼女の作品はサウン
ドインスタレーションとして分類されることが多いが、音
を素材に時間と空間を分節する彫刻であるともいえる。
2000年のマニフェスタ3、2007年にミュンスター彫刻プ
ロジェクト、2012年ドクメンタ13に参加。2010年のター
ナー賞を受賞。

Susan Philipsz, Study for Strings, 2012.  Installation view at Kassel Hauptbahnhof, 
Kassel.  Photo by Eoghan McTigue, courtesy of the artist, Galerie Isabella Bor-
tolozzi, Berlin and Tanya Bonakdar Gallery, New York.  © Susan Philipsz
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参加作家

やなぎみわ
Miwa Yanagi

1967年神戸生まれ、京都在住
www.yanagimiwa.net

制服姿のエレベーターガールの写真シリーズなど、現
代社会に生きる女性を扱った作品で90年代半ばから
注目を集める。最初期の作品に案内嬢を使ったパフォ
ーマンスがあり、その後の写真・映像作品にも演劇的側
面は重要な作品要素であった。近年その演劇志向はよ
り強まり、築地小劇場を題材とした演劇三部作『1924』

（2011–12）が上演された。匿名の声というメディアに
取り組んだ『ゼロ・アワー 〜東京ローズ最後のテープ』

（KAAT 神奈川芸術劇場、愛知県芸術劇場［あいちトリ
エンナーレ2013］）を作演出。写真作品のモデルであっ
た「案内嬢」は、劇中で狂言回しとして登場している。ヨ
コハマトリエンナーレ2014では、中上健次の『日輪の
翼』を舞台化するための移動舞台車を発表。4ヶ月後の
PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015では、その舞
台車を引き継ぎ、京都での移動演劇の上演の実現を目
指している。やなぎのプロジェクトは二つの国際展を横
断するという画期的な試みとなる。

広報に関するお問合せ ｜ 京都国際現代芸術祭組織委員会事務局 （PARASOPHIA事務局）
E-mail: press@parasophia.jp　 TEL: 075-257-1453　FAX: 075-257-1454　URL: www.parasophia.jp
〒604-8152 京都市中京区烏丸通蛸薬師下ル手洗水町645 flowing KARASUMA 2階

ドミニク・ゴンザレス=フォルステル
Dominique Gonzalez-Foerster

グルノーブルの美術学校を卒業後、80年代後半から自
身が「ルーム」と呼ぶ一連の部屋のインスタレーションを
制作する。映像、光、音、家具などが組み合わされるその
作品は、知覚を通じて鑑賞者の記憶を刺激し、作品であ
る室内を物語に満ちた本であるかのような空間に変容
させる。彼女の作品は鑑賞者とのインタラクティブな関
係を重視するだけではなく、作品状況を生み出す過程で
生じる物理的・心理的構成要素の間の関係性、特に制
作過程での人々の関与を重視しており、その作品はリレー
ショナル・アートとして分類されてきた。
近年はシネマ、テキスト、本、言語から発生するイメージ
とフィクション（物語）の、織物にも似た複雑な関係を、
様々なメディアを使いながら深く静かに考察するパフォー
マンスや映像作品を制作している。
2013年9月オープンリサーチプログラム03として実演さ
れた《M.2062(Scarlett)》は彼女の、PARASOPHIA: 京都
国際現代芸術祭2015のための最新の習作であった。ドミニク・ゴンザレス=フォルステル 《M.2062 (Scarlett)》

2013年9月6日  PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015 オープンリサーチプログラム
写真：林直  提供：PARASOPHIA事務局  © Dominique Gonzalez-Foerster

1965年フランス・ストラスブール生まれ、
パリとリオデジャネイロを拠点に活動
www.dgf5.com

やなぎみわ演劇プロジェクト『1924 人間機械』  2012

（2014.4.4 現在）
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